
・企業

社会は変革の時代に入りました

左脳と右脳、理性と感性、これらのハイブリッド効果を、経営に活かし問題解決をはかる時代の到来です

しかもそれを従来の専門領域を越え、相互に刺激触発を図りながらソリューションを目指すのです

経営とデザイン分野の先達としての実績を背景に、三者三様の立場から一つの指標を考え

「学校」を構想し、実用力にあふれた「講座」の開講について語ります

これこそまさに経営戦略とデザインの創造的融合です

企業経営をデザイン思考する
《STRAMD》は 「ニュー・ビジネススクール」 を目指す

日本が「文化大国」を目指し、企業や行政が次なる存立モデルを創出するために
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国際的なインテリアデザイナーとして活躍。
日本文化とデザインへの考察から作品世
界を構築、教育や空間への提言を行う。

なかにし もとお

PAOSグループ（東京・上海・北京）代表
日本デザイン共同体（JDB）理事長
早稲田大学広報室参与

戦略デザインコンサルタントとして、著名
企業約100社で企業変革と蘇業を数多く
実現。教育・講演・著作活動も広く手掛ける。

こんの のぼる

KIRO（知識イノベーション研究所）代表
多摩大学大学院教授　経営情報学博士
東京大学i-schoolフェロー　日建設計顧問

知識経営、デザインマネジメントのパイオニア
として研究、コンサルティングを行う。
著書に『知識デザイン企業』等多数。

《STRAMD》は、新しい時代を考えその
ニーズに対応する教育プログラムです。 
次代への経営変革を行い、社会や生活を
創り、国の在り方を考えていける「デザイ
ニスト」という新時代の実力者の人材育
成を目標としています。
今や対症療法以上に、Design Thinkingを
核とする根源療法こそ重要です。 

幅広い分野の皆様のご参加をお待ちしております。
特に、経営とデザインの融合に関心を持つ方の来場を
歓迎いたします。
シンポジウムの後には交流パーティーを行います。
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2010年 4月 開講

●お問い合わせ

   桑沢デザイン研究所
  e-mail：stramd@kds.ac. jp
    TEL: 03－3463－2431（10：00～18：00）　

会場：東京ミッドタウン・カンファレンス  ROOM 7

主催：桑沢デザイン研究所　後援：日本デザイン共同体（ JDB)

時間：　開場 17：30　18:00 ～ 20:00 ～ 21:00

入場無料
2009年

Strategic Management Design in Kuwasawa

Design Thinking & Methodology

ス ト ラ ム ド

［シンポジウム］ ［パーティー］

構想 1 構想 2

“ニュー”とは何か。今、大学院教育に新潮流が見られます。スタンフォード大学がDesign Thinkingを

核にd.schoolをスタートさせ、東京大学がデザイン思考を掲げて i-schoolを開く、その理由はどこにある

のか？ そのもう一歩先を行くコンサルタントや経営者･実務者育成の道はないのだろうか？ それを私たち

桑沢デザイン研究所は《STRAMD》で試みようとしています。

DESIGN

　・福武書店 (現ベネッセコーポレーション )は 30年前に何を考えたのか。

　・TORAYは何故新しい理念構築を通じその体質変革を図ろうとしたのか。

　・伊藤忠は何ゆえ、どのようにして世界中で使える理念や行動指針を開発したのか。

　・ルミネは新理念に何を求め、どのように発展を具現化したのか。

STRAMD教育コンテンツ例

・地方の下請け部材メーカー体質企業だった伊奈製陶が、INAXに変身を遂げた目標とプロセスとは。

・時代遅れになった業種業容から松屋銀座はどうして蘇業が図れたのか。

・ブリヂストンがコンセプトを明確化し、イメージ先行で世界企業への目標を達成したわけは。

・長洲知事時代の KI (神奈川県アイデンティティ )プログラムが、いまだにどこの自治体より構造的に
   進んでいる理由は何か。

「賢者は歴史に学び愚者は経験に学ぶ」と言い、「経営学は 20年に１度繰り返される」とも称されるが、確かに数十年を経ても古くな
らないビジネス思考も戦略デザインも存在する。上記のごとき、そうしたレアなケーススタディの普遍的価値を、現代の人材育成に
実学として蘇らせ活かすパワーを《STRAMD》教育は持つ。理念構築力をつけ、記号（感性価値）発信力を識り、戦略立案力をつける。

東京都港区赤坂 9 丁目 7-1  TEL.03-3475-3114（代表）
http://www.tokyo-midtown.com/jp/access/

●お申し込み先（ご案内サイト）　

  http://www.kds.ac.jp/stramd/

Designist’s
world

Designer’s
world

事例 B : 「デザイン思考から意識･体質を変革し、事業構造の革新を図れるか」

事例 A :  「優れた“企業理念づくり”がどうして必要なのか」




